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４月２５日（木）午後に開催しました第１回

授業参観、並びに学年ＰＴＡ・ＰＴＡ総会に、

平日にも関わらずご参加いただきました保護

者の皆様、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

特に、授業参観には全家庭の７割の参加が

あり、教室に入りきれないほどたくさんの保

護者の方々に学習の様子を見ていただき、教

職員一同、大変嬉しく思っております。 

＜ＰＴＡ総会＞ 

  

 

 

 

４年ぶりに参集型で開催したＰＴＡ総会に

は、114名の出席をいただきました。総会に先 

 

 

 

 

 

立って時間をいただき、学校からは全教職員

の紹介と学校経営方針・まなびフェスト等に

ついて説明させていただきました。 

総会においては、今年度から専門委員会を

廃止し、学年委員会を主体とした活動体制と

することを確認しました。コロナ禍で停止し

ていたＰＴＡ活動ですが、新たな形でスター

トを切ることとなりました。 

また、今年度 

ＰＴＡ役員が右 

の方々に決まり 

ました。１年間、 

どうぞよろしく 

お願いいたします。 

 スムーズに議事を進行していただきました

議長の藤田さんをはじめ、新旧役員の皆様、あ

りがとうございました。これまでご尽力いた

だきました旧役員の皆様に、あらためて深く

御礼申し上げます。 
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 「えぐね」は、日本三大散居村の地、胆沢扇状地の屋敷の北西側

に木を森のように植えて、冬の季節風から屋敷を守る防風林です。

快適な住環境を形づくり、日本の原風景を代表する景観を生み出

しています。本校が胆沢の地や人々にとってなくてはならない「え

ぐね」のような存在であり続けたいと願い、校報のタイトルにし

ています。<学校ＨＰ  https://isawachu.edumap.jp> 

 

授業参観・ＰＴＡ総会 

会 長  渡邊  敦 さん  

副会長  藤田 栄貴 さん 

     千田 和俊 さん  

     佐々木 淳 さん 

     菅原 文江 校長 

監 事  小野寺千恵 さん 

     亀井 愛美 さん 

     鳥居いづみ さん 

事務局  星野  昭 副校長 

小野寺浩二 主幹 



 

 

 

 

 ４月２４日（水）に結団式、２６日（金）に

全校集会を行い、体育祭に向けて、３年生のリ

ーダーを中心とした様々な活動が始まってい

ます。 

体育祭のスローガンと、学級の組団所属は

次の通りです。 

体育祭スローガン「躍進 ～限界を超えろ」 

赤組・・・３Ａ、２Ａ、２Ｃ、１Ａ 

青組・・・３Ｂ、２Ｂ、１Ｃ 

黄組・・・３Ｃ、２Ｄ、１Ｂ 

 

 

 

 

今年の体育祭は５月１１日（土）です。 

当日は、ぜひ子どもたちが活躍する様子をご

覧いただきたいと思います。 

 

 

４月２３日（水）の部集会（１年生の正式入

部）を経て、３つの学年がそろった活動が始ま

りました。意欲をもって、自分自身の成長につ

ながる練習や取組を進めてほしいと思います。

学校全体で各部の活動を応援していきます。 

また、放課後に学校部活動以外の取組を優

先する生徒（入部を選択しない生徒）は、全校

で５０名ほどです。こちらもそれぞれの場で

力を発揮し、中学生時代に「自分はこれを頑張

った」と言えるものをもってほしいと願って

います。 

 

 

４月のはじめ（８日）に、全校生徒を対象と

した交通安全教室を実施しました。奥州警察

署 南都田駐在所長 鈴木幹男様から講話をい

ただき、自転車利用時のヘルメット着用の重

要性等について学習しました。また、交通指導

員１１名の皆様にもご指導いただき、１年生

は校外で自転車の実施練習を行いました。 

その様子か 

ら、1年生は、 

まだ自転車に 

乗り慣れてい 

ない生徒が多いという印象を受けました。 

逆に、２・３年生で自転車通学をしている生

徒は、慣れて左右確認等のルールがおろそか

になっていることがあり心配しています。 

 中学生は失敗から多くを学ぶ時期ですが、

命を落とす失敗だけはしてほしくありません。 

交通安全教室でご指導いただいたことを忘れ

ず、自分の命を自分で守る行動をしてほしい

と思います。保護者の皆様、地域の皆様も見守

っていただきますようお願い申し上げます。 

胆沢プライド体育祭 

３学年そろっての部活動 

安全な登下校のために 


